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〔議事次第〕

（１）　見藤副会長挨拶

　　　見藤副会長：部会担当責任者が集まるのは初めてである。新しく組織改編された公大協をより強固で実効的なものとするためには、研究･教育の現場である部会で、各部会および全体としての共通の課題について研究・開発し、部会の組織および活動を充実させていかなければならない。

　　　　　　　　　各部会の担当責任者には、そのことを十分認識し、積極的に取り組んでいただきたい。

（2）  公立大学協会の組織改革について

宮澤事務局長：新しい公大協のもと、部会を再スタートし、全部会がそれぞれ一丸となって、活発な議論、研究･開発を行っていただきたい。

　　　　　　＜資料６　21世紀に公立大学協会が目指す方向（冊子）参照＞

　　　　　　　　　　公立大学は、従来、国立大学に追随する形で存在してきた。しかし、国立大学が独立行政法人化した場合、各大学独自の道を歩み出さなければならない。

　　　　　　　　　　また、「国立大学等の独立行政法人化に関する調査検討会議」による平成14年3月の報告で課題とした、
1 国としての長期的な高等教育・学術研究政策やグランドデザイン　の策定

2 公立大学に法人格を付与する場合の具体的な在り方

の2項目について、公立大学協会、公立大学としても対処しなければならない。そのためにも、各部会が明確な研究･開発課題を掲げ、全力で取り組んでいただきたい。

（3）  部会関係規定について

宮澤事務局長：＜資料７　公立大学協会規程集参照＞

　　　　　　　部会は、公立大学協会の目的達成のため、公立大学の学部、学科等の分野別に、共通する課題の研究･開発を行うことを目的とする。

　　　　　　　部会長及び副部会長の選任は、部会運営上、重要なものと思われる。共通する課題の検討と集約に意欲的な方を選出していただきたい。
（4）  部会の運営について

宮澤事務局長：＜資料５　21世紀に公立大学協会が目指す方向（６枚のもの）参照＞
　　　　　　　部会は、分野別の共通課題を調査・研究・開発し、その成果を各大学が活用することを目的として活動する。

　　　　　　　部会構成員は学長に限らないことは言うまでもないが、なかでも部会長は、各分野の学問の特性を踏まえてニーズを把握し、課題を選び解決に向けて推進していくリーダーシップをとれる人材を選ぶ。今年度に一気に変えていくことは難しいかもしれないが、そういう場合でも3年くらいかけていいものを作っていって欲しい。
　

中田事務局員：部会運営の参考資料として、＜資料１　部会運営チャート＞をごらんいただきたい。Ⅰは、部会の運営イメージです。部会は、共通の課題を課題収集シート（＜資料２　公立大学の部会に共通する課題＞）を使い収集し、それに優先順位をつけ、具体的に研究・開発を行っていくのが今後の部会のイメージです。研究・開発した成果は各大学へサービスとして提供されるものにしていく。そのような部会運営をするために、Ⅱに「部会長の役割」をまとめてあります。
１．部会の内規の作成
２．課題を立てる
３．計画書をつくる
４．研究・開発チームを稼動させる
５．成果物の活用」
とおおまかに５つのステップに分類してあります。Ⅲとして「情報交換・照合事項についてインターネットを活用する」がありますが、従来行っていた、情報交換・照合事項等は、インターネットを使った情報システム上で行うよう工夫してください。インターネット活用の第一歩について簡単にまとめてあります。


　次に＜資料３　公立大学協会○○部会要領＞をご覧いただきたい。公大協の新しい規程にしたがった部会要領の案として参考にして欲しい。今後は各部会はこのような内規を定めて、運営していきます。　

以上、あくまでもそれぞれの部会で自由に決めることだが、公大協の規程にそった、運営のたたき台として用意させていただいた。
　　【質　疑】

見藤副会長：部会専用のメーリングリストはないのか。

中田事務局員：部会長の大学のサーバー上で作ってほしい。難しければ、公大協の事務局が契約しているプロバイダー上で作成するなど協力できる。

見藤副会長：部会は年1回の開催とするか。

御宿事務局参事：これから検討する。

見藤副会長：たとえば情報処理部会に、いわゆる情報の専門学科を有するわけではないが、情報分野を扱う授業や講座を持っている大学も入会することは可能か。

宮澤事務局長：可能である。実際、そういった多くの学部・学科が入会している。今後、それぞれの部会で決めることとなる。
内山総務課補佐：部会の入会校のリストが欲しい。

宮澤事務局長：新しく部会参加校の情報を収集し、データを流すようにする。

見藤副会長：基本的に、入会希望校は入会させるものとする。

大浜総務課長：今回は、今年度担当（当番校）として参加しただけであるが、部会担当の任期が2年となっているのはどういうことか。

宮澤事務局長：今年度の部会は、新組織のもと再スタートしたもので、今年度から担当の任期は2年間である。

見藤副会長：とりあえず、今年度は、従来の組織から新組織への橋渡しの役割も担っていただきたい。

宮澤事務局長：研究開発に意欲的な大学が担当していただきたい。

御宿事務局参事：研究テーマが見つからなければ、部会を組織する必要はないのか。また、早急に取り組まなければならない研究テーマがない場合にはどうするのか。

宮澤事務局長：単なる承合会議のようなもので部会の会議を開くのではなく、研究・開発テーマは、努めて設定して欲しい。＜資料３　公立大学協会○○部会要領＞に沿って、研究･開発テーマを取り決め、積極的に検討･協議していただきたい。補足すれば、部会の運営については、各部会の判断で自由にやっていただいてかまわない。しかし、協会としては公大協の規定に沿ったものを支援していく。
　　　　　　　また、1年間の当番校として参加されている大学もあると思うが、その場合は今年度に任期２年の担当校を決めることも含めて検討していただきたい。
吉田理学部課長補佐：部会間の壁はなくしてもいいのか。

宮澤事務局長：結構と思われる。

見藤副会長：まず、部会組織が新たなものに変わったことを踏まえ、これからどう運営していくかを各部会で協議していただきたい。基本的には、部会規程に則り、どうしても不都合な点だけ公大協に相談していただきたい。

（5）  平成14年度の各部会の活動について

· 医科歯科部会報告

鈴木事務局長：昨年度は、2回の会議で、財政要望、独立行政法人化、公立大学としての地域貢献の在り方等について協議した。財政要望活動の具体化については、本年7月に開催する会議で審議予定である。

· 薬学部会報告

水谷事務局長：情報交換、懇談を中心とする会議を年1回行った。

· 看護・保健医療部会報告

内山総務課長補佐：共通の課題を把握するため、各大学にアンケート調査を行ったが、課題はそれぞれ各大学固有のものが多く、共通の課題を見つけることは困難であった。4月に1回研修会を行った。

· 商・経・経営学部会報告

松田事務局次長：メールで意見交換のみ行った。今年度は、新組織への橋渡し役は行う。

· 人文系部会報告

犬飼文学部長：地域貢献のテーマを中心に、講演会を行った。今年は、具体的な研究･開発の予定である。秋に総会を開く。経費については、公大協に改めて相談したい。

宮澤事務局長：今年は例外的に、昨年の延長的な運営を認めざるを得ないが、経費面についても大きな意識改革を行っていただかなければ、公大協の財政も非常に苦しいところである。

· 社会福祉学系部会報告

細江社会福祉学部長：本日の協議事項も含めて、近日中に会議を開く予定である。 

· 生活科学・環境学系部会報告

中尾教務課主任：情報交換のみ行った。今年度も9月13日に開催する予定である。
· 女子大学部会報告

堀江庶務課副長：情報交換のみ行った。新組織への対応については、前向きに取り組んでいく。

· 情報処理部会報告

平野副主幹：10月に開催予定である。＜資料　平成14年度情報処理部会の活動について＞参照。

· 芸術部会報告

大浜総務課長：情報交換のみ行った。

· 農学部会報告

室伏生物資源学部長：本日の協議内容も踏まえて部会を開催する。

· 工学部会報告

佐々木副主幹：現在、14校が参加している。

· 理学部会報告

吉田理学部課長補佐：現在8校が参会している。情報が入手しにくいので、公大協のホームページにいろいろな活動状況を載せてほしい。

· 外国語学部部会報告

御宿事務局参事：現在４校が参加している。年1回の情報交換会を開催している。共通の課題が設定できるかどうかが重要なポイントとなっている。

　　【質　疑】

　　　　佐々木副主幹：新組織になったことによって、構成メンバーも変わり得るのか。

　　　　宮澤事務局長：変わり得る。部会の存続自体も各部会が独自で決めてほしい。

　　　　内山総務課長補佐：活動費の請求はどのような方法で行えばいいのか。

　　　　宮澤事務局長：まずは、活動の年度計画とそれに係る経費を出し、公大協に提出していただきたい。個別に相談･決定する。

　　　　犬飼文学部長：今年は部会への講師の派遣がないというのはどういうことか。

　　　　宮澤事務局長：まずは、各部会の基本方針を立て、それから必要と思われる講師の派遣を考えていただきたい。

　　　　佐藤総務課主査：今年度は部会関係予算を30万円としているが…。

　　　　宮澤事務局長：今年の部会関係予算は、全部会合計で40万円程度である。

　　　　　　　　　　　＜資料４　公立大学協会の部会運営＞８，９ページを見ていただくと分かるように、今年度から、部会費の支出は、提案型の会議についてのみ助成する。従来まで認めていた単なる情報交換会、承合会議のようなものは独自で負担していただきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　見藤副会長：これからは、国家要望ひとつとっても、どういうやり方でそれを要望していくかが非常に重要になってくる。部会としても各部会の提案を実現していくためにはどうすればいいのか、真剣に考えていかなければならない。本日はどうもご苦労さまでした。
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